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3.在庫積み増し、あるいは削減の意欲または方針

現状の市況推移では在庫を積み増しする状況ではなし、在庫は=進一退を繰り返しながらも減少方向であ

るが、日立った減少局面は考えにくセヽ 買い手からするといつでも必要な材帥ン
、手可能という状況が続い

ている。在庫の絶対量としては過剰感ではないが、未だ販売見合
いの在庫量にはなっていないため、仕入れ

を抑える動きが継続するだろう。

4.大阪、愛知の動向

伏防秋需も期待されたほどではなかつたが、中小物件を中心にまず
まずの底堅い動きを継続しているが、

電力会社の一部不買発表を受けて太陽光発電の架台にブ
レーキが掛かつてきている。住宅関連は関西で,曽肖

費増税後の落ち込みがまだ、続いている。市況国参着状態
のまま横這い推移。来期は建築案件が一巡し、日

立った大型物件はないものの、引き続き中小物件は継続して行きそうだ:一方で小日中心ながら公共
工事も

ピークに入つてくると思われる。流通は採算を意識し価格維持に踏ん張らなければならな
いだろう。

(愛矢0全般的に弱含み横這いの商況の中で精彩を欠く動きとなっているが、販売量は締めてみるとそれほ

ど悪い実績とはなっていなし、価格面で先安感はあるが、これも今後
の需要の出方次第で踏みとどまれるの

ではない力、 1～ 3月については期待していないが、大きな落ち込みもないと思つている。
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2.前述の在庫増減がそれぞれ市況に及ぼした影響

平成 26年 6月末 平成26年 9月末 平成26年 12月末見通し 平成27年 3月末見通し

による停滞感は払拭さ

れず、先々の需要を呪み

ながらも気重い市場環

境となっていた。また、

在庫は減少傾向となっ

たが、減り方が緩慢で市

況にインパクトを与え

ず、品種によつては下落

場面もあつた。総じて横

這い基調であり、活況感

に乏しい展開であつた

鉄筋、H形鋼、C形鋼の

平均市況は 85200円 で

前年比+7,3∞ 円、前期

比では-100円。秋口に

なっても気重い市場動

向が継続していた 需要

は一音際騒罪憲 中月弩笏牛

が出女台めて、遅れ気味な

がら増加傾向であつた

市況1濁鷲ン鶏鐵塾 で`、

メーカー値上げを反映

できず採算性確保が懸

念された 和劇紗 方

向にあつたが、減り方が

緩慢で、市場にイン
′くク

トを与えるほどではな

かった

績としては大きく落ち込

まず、ほどほど感があつ

た。ただ、仕入れの上昇が

粗利の低下を招き、採算性

が阻害される局面が続き

それが解消される見込み

が立たない趨勢にあつた

底堅い需要に支えられて

いるが、個々の商売におい

て価格維持に汲々として

いるのが販売店の実情だ

と思われる。

人手不足が常態化してい |

るとはいえ、出遅れていた

物件が公共工事を中心と

して徐々に出件され、設備

投資関連にも動意の兆し

はある。季節的な落ち込み


